
  

発行／宮城県消費生活センター 



「異議がある場合は連絡して」などと書いてあっても、身に覚えがなければ連絡してはいけません！ 

「もしかしたら、あの時の･･･」と心配になった時は、お住まいの地域の消費生活センターに相談して

ください。また、一度連絡を取ってしまうと、相手からしつこく連絡が来る可能性があります。留守

番電話サービスや発信先の番号が表示されるサービスなどを利用して、知らない番号からの着信は出

ないようにするなど、相手とはこれ以上関わらないようにしましょう。 
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I N D E X 
◆特殊詐欺の被害金額が８億円を超えました！ 

 

 

 

◆ネットショッピング・ネットオークションの利用は慎重に！  

◆冬の製品事故に気をつけてください！ 

 

 

 

 

月号 

第 57号 

◆オンラインゲームで遊ばせる時は気をつけて！ 

特殊詐欺の被害金額が８億円を超えました！ 

連日、新聞等で特殊詐欺（オレオレ詐欺、還付金詐欺、架空請求など）に関する報道が繰り返されてい

ます。宮城県警によると、平成２６年１月～１０月の県内の被害総額は８億７４００万円に上り、過去最高だ

った平成１８年の約８億８０万円を既に超えたそうです。 

今回は、県消費生活センターに実際に寄せられた相談を紹介します。参考にしていただき、未然防止に

役立ててください。 

省庁関係の法人から、「民事訴訟通達書」というハガキが届いた。企業への未払いがあり訴訟

を起こすと書いてあり、異議がある場合は５日以内に連絡するように書かれていたので、慌て

て電話をした。すると、家を建てた時かリフォームした時の未払いがあると言われたが、覚え

が無いので電話を切った。 

役所から「５年分の医療費の払い戻しがあります。書類を送りましたが、届いていますか？

今日が期限です。社会保険事務所へ行くか、直通ダイヤル手続きができます。受付番号と名前、

還付金３２，６５８円を電話で伝えてください。」と電話がかかってきたが本当だろうか？ 

公的機関の職員が還付金受け取りの手続きを電話のみで行うことはありません！ 

還付金詐欺は、還付金受け取りの手続きをするために ATM に誘導し、送金させます。最近は警戒が

厳しい金融機関の ATMではなく、コンビニや病院、市役所のATMへ誘導するケースが見られます。 

また、「期限が今日まで」などと急かし、冷静に考えたり周囲に相談したりする余裕を与え 

ません。一度支払ってしまうと、お金を取り戻すことは極めて困難です。不審に感じたら、す 

ぐに最寄りの警察署やお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください。 
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出展：独立行政法人製品評価技術基盤機構（nite）「冬 ついうっかりが思わぬ事故に」 

冬の製品事故に気をつけてください！ 

 今年も寒い季節がやってきました。皆さんもすでに暖房器具を使っているのではないでしょうか。し

かし、その取り扱いには十分な注意が必要です。冬に発生しやすい製品事故を紹介しますので、しっか

り読んで暖かい冬を過ごしてください。 



オンラインゲームのしくみ 
利用することは無料ですが、ゲームを進めるために有利となる有料サービスが用意されています。極端

なことを言えば、お金を使えばゲームを始めたばかりの人でも、すぐに強くなれたりアイテムなどをコ

ンプリートすることが可能になっています。 

 

 ネットショッピング  

☑他のショッピングサイトでは売り切れなのに、そこの

サイトだけ販売している 

☑市場価格より極端に安い 

☑サイトの日本語が不自然 

☑連絡先がメールアドレスしかない 

☑支払方法が前払いしか選択できない 

ネットショッピングなどの通信販売にはクーリ

ング・オフはありません。返品特約をよく読み、

返品できるかなどよく確認しましょう。 

申し込む前に少しでも疑問や不安があれば消費

生活センターに相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットショッピング・ネットオークションの利用は慎重に！  

アドバイス 
○スマートフォンに一度入力したクレジットカード番号が一定時間有効なままになっていたり、携帯の

使用料と合算請求になっていて子どもが有料アイテムを購入できてしまうケースのほか、子どもが大

人のクレジットカードを勝手に持ち出し、番号を入力するケースが多く見られます。  

○大人はスマホやゲーム機等について理解するとともに、ゲームの料金体系、決済方法等についても確

認し、ゲームの遊び方やルールについて子どもとよく話し合いましょう。  

○クレジットカードの管理には十分注意を！ 

○困ったときは、親子でお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください。 

 オンラインゲームで遊ばせる時は気をつけて！ 

「小学生の息子に親のスマートフォンを渡し、オンラインゲームで遊ばせていた。後日、携帯電話 
会社からの明細で息子がオンラインゲームで１万円課金していたことが分かった。確認すると、 
携帯電話会社のパスワードを入力せずに全てのコンテンツを購入できる設定となっていたようだ。 
どうしたらよいか？」 
このようなオンラインゲームに関するトラブルが消費生活センターに寄せられています。 

子どもに遊ばせる時は、親もゲームや課金のしくみをよく理解してから遊ばせるように 

しましょう。 

街はクリスマスムード一色。子どもや孫，恋人へプレゼントを贈る方も多いでしょう。 

しかし、プレゼントを購入する際は注意が必要です。最近、国民生活センターには子供用玩具のネット

オークションに関する相談が寄せられています。また、併せてネットショッピングに関する相談も依然として多

く寄せられています。相手が喜ぶプレゼントを贈りたいと思う気持ちは分かりますが、不安を感じる取引

や極端に高価・安価な商品には手を出さない方が良いでしょう。 

今回は、ネットオークションとネットショッピングを利用する際の注意点を書きました。参考にしてい

ただき、楽しいクリスマスを過ごしてください。 

 

ネットオークション 

☑トラブル防止策を講じているサイトか 

☑サイトの評価欄で、出品者の過去の取引状況を確

認したり、オークションサイトのトラブル報告リスト

に出品者に関連した振込口座などが入っていない

か確認する！ 

☑取引状況や相手とのやり取りを印刷する！振込の

控えなども保存！ 

ネットオークションは個人間取引が原則です。

相手の信頼性の判断は、最終的には自分で行わな

ければなりません。出品者・出品内容をうのみに

せず、オークションサイトの運営者が提供してい

るトラブル情報なども参考にしましょう。 

利用する際のチェックポイント 


